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　中部地方において様々な「環境」の活動に取り組ん
でいる方々が、この広報誌を通して「環」（わ）のよう
につながって、その「環」が広がっていってほしいと
いう願いを込めて命名しました。
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平成２2年9月発行

9月20～26日は、動物の愛護と適正な飼育について理解と関心を深め
てもらおうと、動物愛護管理法に基づき、設けられた「動物愛護週間」です。
一般社団法人ペットフード協会が、平成21年度の犬猫飼育について調
査したところ、飼育頭数は約2234万３千頭。同年の15歳未満の子供が
約1700万１千人（総務省調べ）という数字と比べると、ペットの数が多いこ
とがわかります。こうしたペットブームの中、悪質ペット葬祭業者によるペット
死体の大量不法遺棄や、無責任な野良ねこへのエサやり行為など、ペット
にまつわる問題が多数起きているのも事実です。
今年の動物愛護週間のテーマは、「ふやさないのも愛」。動物は自分で
繁殖をコントロールすることができません。不妊手術や去勢手術をすることで、
望まない子犬や子ねこなどを産まさないだけでなく、ペットも繁殖のストレスか
ら解放され、病気の予防にもなります。毎年、
全国で約30万頭の犬ねこが殺処分されてい
ます（環境省調べ）が、その数を減らすことに
も繋がります。
犬は、番犬や牧羊の手伝いだけでなく、盲
導犬や、聴導犬、そしてセラピードッグなどと
して、これまで多くの人に寄り添い、生活を
支えてきました。犬に限らず、愛護動物たち
は飼う人の生活に彩りを与えてくれています。
飼い主の責任と愛情について、もう一度考え
てみませんか？

白山の紅葉といえば、岐阜県白川村から登る平瀬道周辺がお勧め
です。登山口からのブナ林の黄葉にはじまり、室堂平のナナカマドなどの紅
葉は見事です。写真は、平瀬道の麓にある大白川園地から望む白水の滝です。
周辺は散策できる遊歩道が整備されており、一面が紅葉したブナ林の中を散
策できます。ただし、ブナが大好きなクマがいるかもしれませんので、野生
動物たちの住処の近くであることを忘れないでください。

大白川の白水の滝 『ちゅうぶの環』の特集では、１年半前から毎号ＣＯＰ
10について取り上げてきましたが、ＣＯＰ10もあと１ヶ月
ほどに迫ってきました。この会議の開催期間中には、193
もの国と地域から約１万人が愛知県名古屋市を訪れる予定
であり、その規模は平成９年に京都で開催された気候変動
枠組条約第３回締約国会議（ＣＯＰ３）をはるかに凌ぐもの
です。
ＣＯＰ10開催期間中は本会議場である名古屋国際会議

場以外でも様々な関連イベントが開催されます。皆さんも
そのようなイベントに参加して、生物多様性について考え
てはいかがでしょうか。

❖３Ｒ推進中部地方大会
10月2日（土）：マーサ21（岐阜市）
10月3日（日）：長良川球技メドウ（岐阜市）

❖バーゼル法説明会　
10月27日（水）：名古屋銀行協会５階大ホール（名古屋市）

編 集 後 記表 真紙 の 写

❖レンジャーと行く白山国立公園	 10月２日（土）
❖レンジャーと行く白山国立公園	 10月２３日（土）
❖レンジャーと行く白山国立公園	 11月（詳細未定）

❖干潟・アマモの観察会	 ９月11日（土）
❖海女さんと磯遊び	 ９月18日（土）
❖お月見たいけん	 ９月22日（水）
❖秋の鳴く虫の観察会	 10月23日（土）	
❖ドングリ探し・クラフト	 10月30日（土）
❖秋の星空観察	 11月18日（木）

❖中部山岳・上信越高原アクティブ・レンジャー国立公園写真展
９月１日（水）～	９月26日（日）

湯田中旧駅舎「楓の館」（長野県山ノ内町）
10月２日（土）～	11月７日（日）

アカンダナ市営駐車場待合室（岐阜県高山市平湯）
11月11日（木）～	平成23年１月５日（水）

休暇村「乗鞍高原」（長野県松本市安曇）

❖よしはらを遊ぼう！ 	9月12日（日）
❖ふれあいデー 10月23・24日（土日）
❖潮だまり観察会	 11月6日（土）
❖企画展　うなぎ展	 6月～
❖企画展　貝展	 7月～
❖企画展　干潟の地下帝国を探ろう！	 8月～
❖企画展　エコなひとになろう！	 10月～

環境省では、国民の誰もが簡単に実践できるリユースの具体的な取り組
みとして、従来から進めてきたマイバッグの利用に加え、本年６月から新たに
マイボトル・マイカップの普及促進のキャンペーンを企業、大学、地方自治
体など様 な々主体の参加を得て行うこととしました。
このキャンペーンは、オフィス・大学・学校・外
出先で自分の水筒、タンブラー、ジョッキ、カップ、
湯のみなどの飲料容器（マイボトル・マイカップ）を使
う取り組みを促進することにより、ごみ、環境負荷を
減らしていくものです。
皆様の職場やイベントなどでも、参加してみません

か。取り組みの内容は、下記ウェブサイト上で紹介さ
れます。事務局への参加登録をお待ちしています。

キャンペーンサイト
http://www.re-style. jp/bknbr/mybottle/

「ふやさないのも愛」
９月20～26日は動物愛護週間

マイボトル・マイカップキャンペーンのお知らせ

白山自然保護官　瀬川　涼

　横山ビジターセンター ☎0599－44－0567
http://www.yokoyama-vc.jp/

　白山自然保護官事務所 ☎076－259－2902

　名古屋自然保護官事務所 ☎052－389－2877

　中部地方環境事務所 ☎052－955－2130
http://chubu.env.go.jp/

　長野自然環境事務所 ☎026－231－6570
http://chubu.env.go.jp/nagano/

中部地方環境事務所からのお知らせ

中部地方環境事務所は、（財）
日本環境協会の承認を得て、
エコマークをシンボルマークとし
て使用しています。
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